
サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

に
集
中
し
て
い
る
。

ポ
ル
島

(
U
p
o
l
u
)

の
ア
ピ
ア

(
A
p
i
a
)

(
S
a
m
o
a
 Islands) 

は

じ

め

に

一
．
は
じ
め
に

二
．
刑
事
裁
判
制
度

言

刑

事

制

裁

四
．
お
わ
り
に

サ
モ
ア
独
立
国

(
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
State of S
a
m
o
a
)
 

の
九
島
で
構
成
さ
れ
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
国
家
で
あ
る
。
か
つ
て
、
西
サ
モ
ア

て
い
た
地
域
で
あ
る
。
総
面
積
は
約
二
、
九
三
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人
口
は
、
約
一
七
七
、

0
0
0
人
で
あ
る
。
首
都
は
、

て
あ
り
、
約
五
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
人
口
は
、

ウ
ポ
ル
島
と
サ
ヴ
ァ
イ
イ
島

(Savai'i)

は
、
ト
ン
ガ
王
国

(
K
i
n
g
d
o
m
of T
o
n
g
a
)
 

サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

永

田

三
（
四
七
九
）

(
W
e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
)
 

ウ

と
呼
ば
れ

の
北
に
位
置
す
る
サ
モ
ア
諸
島

憲

史



定
さ
れ
た
。

の
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

0
年
に
は
、

ド
イ
ツ
の
保
護
領
と
さ
れ
た
。
こ
の
地
で
は
、
伝
統
的
に
首
長
の
権
力
が
強
か
っ
た
た
め
、
列
強
に
よ
り
、
首
長
の
権
力
が

(5) 

削
が
れ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
異
議
申
立
て
運
動
（
第
一
次
マ
ウ
運
動
）
が
展
開
さ
れ
た
も
の
の
、
鎮
圧
さ
れ
た
。

一
九
一
九
年
、

一
九
―
四
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

ド
イ
ツ
の
共
同
統
治
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
国
の
協
議
に
よ
り
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
進
駐
し
て
軍
政
を
敷
き
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
お
い
て
、
「
人
ロ
ノ
希
薄
、
面
積
ノ
狭
小
、
文
明
ノ
中
心
ヨ
リ
遠
キ
コ
ト
又
ハ
受
任
国
領
土
卜
隣

接
ス
ル
コ
ト
其
ノ
他
ノ
事
情
二
因
リ
受
任
国
領
土
ノ
構
成
部
分
ト
シ
テ
其
ノ
国
法
ノ
下
二
施
政
ヲ
行
フ
ヲ
以
テ
最
善
ト
ス
」

一
八
八
七
年
に
も
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

ド
イ
ツ
の
領
事
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、
追
放
さ
れ
た
。

一
八
八
一
年
に
は
、
国
王
と
国
王
代
理

(
d
e
p
u
t
y
k
i
n
g
)

を
定
め
る
憲
法
が
制

一
八
八
九
年
に
は
、

ベ
ル
リ
ン
条
約

(
T
r
e
a
t
y
o
f
 B
e
r
l
i
n
)
 

定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ス
タ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、

サ
モ
ア
人
の
独
立
を
志
向
し
た
た
め
、

(
6
)
 

ド
イ
ツ
の
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
。

一
八
七
六
年
、

イ
ギ
リ
ス
、

長
が
交
互
に
国
王

(
k
i
n
g
)

と
な
り
、

ア
メ
リ
カ
人
の
ス
タ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー

一
八
七
三
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
影
響
を
受
け
、

(
4
)
 

二
島
の
憲
法
が
初
め
て
制
定
さ
れ
た
。
次
い
で
、

一
八
七
五
年
に
は
、

(
S
t
e
i
n
b
e
r
g
e
r
)

が
首
相

(
p
r
e
m
i
e
r
)

マ
リ
エ
ト
ア

(
M
a
l
i
e
t
o
a
)
 
と
ト
ゥ
ポ
ア

一
九
〇

に
よ
っ
て
、
こ

（
同
条
約
二

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

こ
の
地
を
含
む
南
太
平
洋
地
域
は
、
無
文
字
文
化
で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
秩
序
に
関
す
る
準
則
は
、
不
文
法
で
あ
っ
て
、

(3) 

で
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

(
T
u
p
o
a
)
 

と
な
る
憲
法
が
制

の
両
家
の

ウ
ポ
ル
島
と
サ
ヴ
ァ
イ
イ
島
の
部
族
長
が
会
談
し
、

第
五
八
巻
四
号

オ
ラ
ン
ダ
人
の
ロ
ッ
ヘ
ー
フ
ェ
ー
ン

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、

（
四
八

0
)

こ
の
地
は
も
と
も
と
無
人
島
で
あ
っ
た
が
、
紀
元
前
一
五

0
0
年
頃
に
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
を
経
て
南
酉
オ
セ
ア
ニ
ア
に
拡
散
し
て
ぎ

(
1
)
 

た
ラ
ピ
タ
集
団
が
遅
く
と
も
紀
元
前
七
五

0
年
頃
に
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到
達
し
た
の
は
、
紀
元
後
一
七

(
2
)
 

で
あ
っ
た
。

二
―
年
で
あ
り
、

カ
合
衆
国
、

(
R
o
g
g
e
v
e
e
n
)
 

ド
イ
ツ
が
捕
鯨
船
の
補
給
な
ど
の
た
め
に
こ
の
地
で
権
益
を
獲
得
し
よ
う
と
争
っ
た
。

関
法

ニ
四

口
頭
や
行
動

ア
メ
リ



サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

0
ほ
ど
の
民
間
の
法
律
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
る
。
民
間
の
法
律
事
務
所
で
勤
務
す
る
法
曹
は
約
二

0
名
で
あ
る
。
サ
モ
ア
独
立
国
に
は
、

法
律
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る
教
育
機
関
が
な
い
た
め
、
法
曹
と
な
る
た
め
に
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
法
律
学
の
学
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
よ
う
に
、
人
口
が
少
な
く
、
領
土
が
点
在
す
る
国
家
に
お
い
て
、
刑
事
司
法
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か

ス
ヽ

の
裁
判
制
度
と
並
列
し
て
存
在
し
て
い
る
。

(
9
)
 

法
曹
に
つ
い
て
見
る
と
、

バ
リ
ス
タ

(barrister)

又
は
ソ
リ
シ
タ

ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
以
外
で
は
、

に
は
、
立
法
議
会

―
一
条
六
項
）

信
託
統
治
領

(
U
n
i
t
e
d
N
a
t
i
o
n
s
 T
r
u
s
t
 Territory) 
と
な
り
、

二
五

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ

と
さ
れ
る

C
式
委
任
統
治
地
域

(
L
e
a
g
u
e
o
f
 N
a
t
i
o
n
s
 C
 class m
a
n
d
a
t
e
)
 
と
な
り
、

を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
際
に
も
、
異
議
申
立
て
運
動
（
第
二
次
マ
ウ
運
動
）
が
な
さ
れ
た
が
、

ラ
ン
ド
が
将
来
の
独
立
を
認
め
る
方
針
を
示
し
た
た
め
、
運
動
は
沈
静
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
国
際
連
合
の

(Legislative A
s
s
e
m
b
l
y
)

が
設
立
さ
れ
、
独
立
へ
の
動
き
が
徐
々
に
強
ま
っ
た
。

オ
セ
ア
ニ
ア
で
初
め
て
独
立
し
、
国
名
を
西
サ
モ
ア
と
定
め
た
。
同
時
に
、

と
の
間
に
友
好
条
約

(
T
r
e
a
t
y
o
f
 F
r
i
e
n
d
s
h
i
p
)

が
締
結
さ
れ
た
。

国
家
元
首

(
0
le 
A
o
 0
 
le 
M
a
l
o
;
 t
h
e
 H
e
a
d
 of State) 

(
7
)
 

で
あ
る
。

ま
‘
I
V
 

一
九
四
七
年

マ
リ
エ
ト
ア
・
タ
ヌ
マ
フ
ィ
リ
ニ
世

(
M
a
l
i
e
t
o
a
T
a
n
u
m
a
f
i
l
i
 II) 

(
6
)
 

現
在
の
法
状
況
を
見
る
と
、
憲
法
、
定
数
四
九
人
で
任
期
五
年
の
一
院
制
の
立
法
議
会
が
制
定
し
た
法
律
、

(
8
)
 

(
c
o
m
m
o
n
 l
a
w
)
、
慣
習
な
ど
が
法
源
と
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
慣
習
に
従
い
判
断
を
行
な
う
伝
統
的
な
裁
判
制
度
が
欧
米
型

(solicitor)

が
、
検
事
総
長
事
務
所
や
司
法
省
の
ほ
か
、
約
一

（
四
八
一
）

コ
モ
ン
・
ロ
ー

一
九
九
七
年
に
は
、
国
名
を
サ
モ
ア
独
立
国
に
改
め
た
。
現
在
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

一
九
六
二
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
引
き
続
き
、
支
配
を
行
な
っ
た
。

一
九
―
―
―
六
年
に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
委
任
統
治



以
下
で
は
、
ま
ず
、

第
五
八
巻
四
号

は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
刑
事
司
法
運
営
に
費
用
や
手
間
を
か
け
難
い
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
刑
事
司
法
制
度
を

参
考
に
す
る
こ
と
は
、
①
比
較
法
的
関
心
を
満
た
し
、
②
刑
種
の
少
な
い
我
が
国
に
新
た
な
刑
事
制
裁
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
、
③
将
来
、

我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
が
犯
罪
者
の
処
罰
や
処
遇
を
行
な
う
際
に
役
立
つ
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ト
ン
ガ
王
国
、

サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
今
回
も
、
南
太
平
洋
大
学

の
人
文
科
学
及
び
法
学
部

(
F
a
c
u
l
t
y
o
f
 A
r
t
s
 a
n
d
 L
a
w
)
 

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(Pacific 
I
s
l
a
n
d
s
 L
e
g
a
l
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Institute ;
 Pa
c
L
I
I
)
 

(
P
a
c
L
I
I
 D
a
t
a
b
a
s
e
s
)
 

（
四
八
二
）

(
S
c
h
o
o
l
 o
f
 L
a
w
)
 
の
関
連
施
設
で
あ

サ
モ
ア
独
立
国
は
英
語
を
公
用
語
と
し
て
い
る
た
め
、

条
文
も
英
語
で
入
手
で
き
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
、
条
文
を
手
掛
か
り
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
可
能
な
限
り
、

サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
刑
事
制
裁
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

Care, J. 
C. 
et al., 
Introduction to S
o
u
t
h
 Pacific L
a
w
 S
e
c
o
n
d
 edition (
R
o
u
t
l
e
d
g
e
'
C
a
v
e
n
d
i
s
h
,
 2
0
0
7
)
,
 
p
p
.
 1
ー

2
.

憲
法
制
定
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

Care,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3
,
 
at 
11ー
13・

(
1
)
 
P
o
w
l
e
s
,
 
C. G., 
W
e
s
t
e
r
n
 
S
a
m
o
a
,
 
In: 
N
t
u
m
y
,
 
M.A. (
G
e
n
e
r
a
l
 
Ed.), 
S
o
u
t
h
 
Pacific 
Islands 
L
e
g
a
l
 S
y
s
t
e
m
s
 (University 
of 

H
a
w
a
i
i
 Press, 1
9
9
3
)
,
 
p
p
.
 3
9
5
,
 3
9
5
-
3
9
6
 ;
 印
立
束
道
平
J

「牛心史

at代
の
オ
セ
ア
ニ
ア
」
山
本
真
鳥
編
『
オ
セ
ア
ニ
ア
史
』
（
山
川
出
版
社
、
ニ

0
0
 
0
)

一
七
頁
以
下
、
二
七
ー
三
二
頁
。

(
2
)

一
連
の
歴
史
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

P
o
w
l
e
s
,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1, 
at 3
9
5
-
3
9
6
 ;
 増
田
義
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
太
平
洋
探
検
」
山
本
編
・
前

掲
注
(
1
)
四
六
頁
以
下
、
六
三
ー
六
四
、
六
九
ー
七
0
頁
。
豊
田
由
貴
夫
「
メ
ラ
ネ
シ
ア
史
」
山
本
編
・
前
掲
ニ
―
二
頁
以
下
、
ニ
ニ
五
ー
ニ
ニ

七
頁
。

(
3
)
 

(
4
)
 

刑
事
司
法
運
営
の
実
態
に
迫
る
こ
と
と
し
た
い
。

て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

る
、
太
平
洋
島
嶼
法
情
報
研
究
所

t
h
e
 S
o
u
t
h
 P
a
c
i
f
i
c
)
 

の
法
学
科

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

(10) 

に
続
い
て
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、

ナ
ウ
ル
共
和
国
、

関
法

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
、

二
六

(
T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 

、
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦



さ
ら
に
、

こ、t
 
一
九
六
一
年
警
察
犯
令

サ
モ
ア
独
立
国
に
お
い
て
は
、

(11) 
サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

二
七

(
5
)

一
連
の
歴
史
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

P
o
w
l
e
s
,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1, 
at 3
9
5
-
3
9
6
 ;
 豊
田
・
山
本
編
・
前
掲
注

(
1
)
三
三
ー
ニ
三
四
頁
、
山
本

真
鳥
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
史
」
二
六
三
頁
以
下
、
二
九
三
ー
ニ
九
九
頁
。

(
6
)

以
降
の
歴
史
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

P
o
w
l
e
s
,
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1, 
at 3
9
5ー

3
9
6
;

-
山
本
•
前
掲
注(
1
)三
0
0
|
-

―1
0三
頁
。

(
7
)
 
Art. 1
6
,
 
1
7
 Constitution of the I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W
e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1
9
6
0
.
 

(
8
)
 
P
o
w
l
e
s
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1, 
at 3
9
7
 -
4
 0
 0.
 

憲
法
を
翻
訳
し
た
も
の
と
し
て
、
中
野
昌
治
「
西
サ
モ
ア
独
立
国
憲
法
」
愛
知
学
院
大
学
法
学
研
究

―
四
巻
―
一
号
(
-
九
七
一
）
五
五
頁
以
下
、
田
邊
誠
「
サ
モ
ア
独
立
国
」
萩
野
芳
夫
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
憲
法
集
』
（
明
石
書
店
、
二

0
0
四
）
七

七
五
頁
以
下
参
照
。

(
9
)
 
P
o
w
l
e
s
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1
,
 

at 4
2
8
.
 

(10)

拙
稿
「
ト
ン
ガ
王
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
四
号
(
―

1
0
0
六
）
七
五
頁
以
下
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制

裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
七
巻
五
号
（
二

0
0
七
）
四
七
頁
以
下
、
「
ナ
ウ
ル
共
和
国
に
お
け
る
拘
禁
刑
の
代
替
策
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五

七
巻
六
号
（
二

0
0
八
）
九
三
頁
以
下
、
「
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
共
和
回
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
八
巻
一
号
（
二

0
0
八
）
七
五
頁
以
下
、

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
八
巻
三
号
（
二

0
0
八
）
五

0
頁
以
下
。

http:/ ＼ 
paclii.org.vu ¥
．
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
は
、

http:/＼
 
w
w
w
.
p
a
c
l
i
i
.
o
r
g
 ¥．
 

(12) 

1
9
6
1
)
 

(
C
n
m
e
s
 O
r
d
i
n
a
n
c
e
 

(13) 

(
P
o
l
i
c
e
 O
f
f
e
n
c
e
s
 O
r
d
i
n
a
n
c
e
 1
9
6
1
)
 

(14) 

一
九
六
七
年
麻
薬
法

(
N
a
r
c
o
t
i
c
s
A
c
t
 1
9
6
7
)
 

サ
モ
ア
独
立
国
で
は
、
欧
米
型
の
裁
判
制
度
と
伝
統
的
な
裁
判
制
度
が
並
立
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
制
度
に
お
い
て
、
刑
事
制

(15) 

裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
科
さ
れ
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
九
六
一
年
犯
罪
令

刑
事
裁
判
制
度

の
適
用
が
多
い
。

（
四
八
三
）

が
軽
微
な
秩
序
違
反
の
多
く
を
犯
罪
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

が
主
要
な
犯
罪
の
多
く
を
規
定
し
て
い
る
。
ま



禁
刑
又
は
一

O
O
S
T

る
。
治
安
判
事
は
、
法
定
刑
が
五
年
以
下
の
拘
禁
刑

(
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
)

は
、
原
則
と
し
て
、
法
定
刑
が
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
二

0
0
サ
モ
ア
・
タ
ラ

以
下
同
じ
）
以
下
の
罰
金
刑
の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
と
、
窃
取
さ
れ
た
財
物
の
価
値
が
四
O
S
T

(21) 

(theft)

車
ヂ
祉
げ
の
管
轄
を
有
す
る
。
原
則
と
し
て
、
四
O
S
T

（
約
一
、
六

0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
の
み
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
、

拘
禁
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
例
外
的
に
、
上
訴
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
J
 usitice) 

(22) 

（
約
四
、

0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(23) 

治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
と
、
重
大
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、
上
級
裁
判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
r
t
)

で
あ
る
。

(24) 

上
級
裁
判
所
長
官
と
上
級
裁
判
所
判
事

(
J
u
d
g
e
)

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
上
級
裁
判
所
長
官
の
任
命
は
、
首
相

(
P
r
i
m
e
M
i
n
i
s
t
e
r
)
 

(25) 

の
助
言
に
従
い
、
国
家
元
首
が
行
な
う
。
上
級
裁
判
所
判
事
の
任
命
は
、
司
法
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
い
、
国
家
元
首
が
行
な

(26)

（

27) 

う
。
い
ず
れ
も
、
サ
モ
ア
独
立
国
又
は
他
の
国
家
で
判
事
又
は
バ
リ
ス
タ
と
し
て
八
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
。
上
級
裁
判

所
で
は
、
長
官
又
は
判
事
一
名
で
審
理
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
級
裁
判
所
は
、
憲
法
の
解
釈
の
間
題
に
つ
い

(29) 

て
、
首
相
の
助
言
に
従
っ
て
、
国
家
元
首
に
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

モ
ア
独
立
国
又
は
他
の
国
家
で
バ
リ
ス
タ

(barrister)

又
は
ソ
リ
シ
タ

関
法

第
五
八
巻
四
号

元
首
が
任
命
す
る
治
安
判
事

(
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

(
S
T
)
 

の
承
認
が
あ
れ
ば
、
六
月
以
下
の
拘

（
約
一
、
六

0
0
円
）
以
下
の
窃
盗

ま
ず
、
欧
米
型
の
裁
判
制
度
に
お
い
て
は
、
検
事
総
長

(
A
t
t
o
r
n
e
y
-
G
e
n
e
r
a
l
)

(17) 

所

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
)

が
通
常
第
一
審
と
さ
れ
て
い
る
。
上
級
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
Jusitice)
、
検
事
総
長
、
国
家
元
首
に
よ
り

(18) 

任
命
さ
れ
た
者
の
三
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
司
法
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会

(Judicial
S
e
r
v
i
c
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

の
助
言
に
基
づ
き
、
国
家

と
補
助
治
安
判
事

(
f
a
'
a
m
a
s
i
n
o
f
e
s
o
a
s
o
a
n
i
)

が
置
か
れ
て
い
る
。
治
安
判
事
は
、
サ

(solicitor) 
と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必
要
と
さ
れ

(20) 

の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
管
轄
を
有
す
る
。
補
助
治
安
判
事

（
約
八
、

0
0
0
円。

（
四
八
四
）
(16) 

の
名
の
下
に
訴
追
が
行
な
わ
れ
る
。
治
安
判
事
裁
判

ニ
八

-
S
T
四
0
円
で
換
算
。



サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

(30) 

上
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
上
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 A
p
p
e
a
l
)

で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
法
の
解
釈
を
争
う
場

(31) 

合
に
の
み
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
。
量
刑
を
争
う
た
め
の
上
訴
は
、
例
外
的
に
、
上
訴
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
の
上
級
裁
判
所
に
上
訴
さ
れ
た
事
件
が
さ
ら
に
上
級
裁
判
所
か
ら
上
訴
裁
判
所
に
上
訴
さ
れ
る
場
合
に
も
、
上
訴

裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
上
級
裁
判
所
長
官
、
上
級
裁
判
所
判
事
、
司
法
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
国
家
元
首
が
任

(32) 

命
し
た
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
上
級
裁
判
所
長
官
が
上
訴
裁
判
所
長
官

(President)

と
な
る
。
上
級
裁
判
所
で
の
審
理
を
行
な
っ

(33) 

た
者
は
上
訴
裁
判
所
で
の
審
理
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
訴
裁
判
所
で
は
、
三
人
で
審
理
を
行
な
い
、
多
数
決
に
よ
り
判
断
を
下

(34) 
す。

な
お
、
憲
法
上
、
裁
判
は
公
開
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
、
少
年

(juvenile)

(35) 

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

二
九

の
利
益
の
観
点
か
ら
、
非
公
開
と
す
る
こ

(36) 

次
に
、
伝
統
的
な
裁
判
制
度
に
お
い
て
は
、
村
評
議
会

(Village
f
o
n
o
)

が
通
常
第
二
番
の
役
割
を
担
う
。
民
刑
の
分
離
は
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
村
の
慣
習
な
ど
に
従
い
、
村
民
間
の
紛
争
の
解
決
が
目
指
さ
れ
る
。
書
面
で
記
録
を
残
す
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
金

銭
だ
け
で
な
く
、
筵
、
動
物
、
食
物
な
ど
で
支
払
う
よ
う
求
め
る
経
済
刑

(fine)
、
又
は
、
村
の
所
有
地
で
の
労
働

(
w
o
r
k
)

が
命
じ

(38) 

ら
れ
る
。

村
評
議
会
か
ら
の
第
一
二
番
を
行
な
う
の
が
、
土
地
及
び
権
原
裁
判
所

(
L
a
n
d
a
n
d
 Titles C
o
u
r
t
)
 

(39) 

で
あ
る
。
村
評
議
会
で
扱
わ
れ
た

(40) 

事
件
は
、
欧
米
型
の
裁
判
制
度
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
村
評
議
会
の
要
求
に
基
づ
き
、
村
か
ら
の
追
放
命
令
が
科
さ
れ
う
る
。

サ
モ
ア
独
立
国
に
お
い
て
は
、
伝
統
型
の
裁
判
制
度
が
制
定
法
に
よ
り
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
、
重
大
事
件
に

(41) 

お
い
て
は
、
欧
米
型
の
裁
判
制
度
が
伝
統
型
の
裁
判
制
度
に
優
越
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
欧
米
型
の
裁
判
制

（
四
八
五
）



巨
坦
途

f-1::1<~
国[]炉

逆
旦
将
:
:
,
¥
-
)
宰
ゃ
菜
心
宝
荘
垣
灌
忌
旦
0
::, 

\-)~ 
涵
く
マ
忍
己
坐
芸
心

~-t:終
A戸
J
A
J
凶
⇒
心
二
゜

国
）
1961, N
o
.
 13. 

国
）
1961, N
o
.
 15. 

(;:!:;) 
1967, N
o
.
 3. 

ぼ
）
澁
,....J--v
竺
P
o
w
l
e
s
,
supra note 1, 

at 404-406, 4
1
6
-
4
1
7
;
 
Care, s
u
p
r
a
 note 3, 
at 
361-368. 

1110 
(
巨
<
~
く）

ぼ
）
Art. 4
1
 (2), 
(4) 
Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960. 

~
 誓
詣
幽
0
記
翌
ざ
拡
雫

Q
盆

l]IIIT出
追
~
­

回
悩

l迅
皿
忘
文
ヒ
終
パ
堡
誓
筵
幽
竺
巡
差
Q
~
慈
縣
写
宦
写
詈
刈
終
噸
窯
淀
如
掟
怜
噸
脚
や
終
土
菜
迎
終
ふ
終

~
0
Art. 41 (1) 

Constitu-

tion of the I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960. 

心
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Art. 7
 4
 Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960 ;
 Ma
g
i
s
t
r
a
t
e
s
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C
o
u
r
t
s
 A
c
t
 1969 (1969, N

o
.
 2). 

虞
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Art. 7
2
 Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960. 

国
）
Art. 7
2
 (3) 
Constitution of the I

n
d
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p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960; 
ss. 
5, 
6
 Ma
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
s
 A
c
t
 1969. 

（怠）
ss. 
36, 
3
7
 M
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'
C
o
u
r
t
s
 A
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 1969. 
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p
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2
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p
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c
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 1960; 
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22 Judicature O
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n
c
e
 1961. 
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Art. 6
5
 (3)-(5) Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
 tern S
a
m
o
a
 1960 ;
 s. 
23 Judicature O

r
d
i
n
a
n
c
e
 1961. 

澤
）
s. 
3
2
 Judicature O

r
d
i
n
a
n
c
e
 1961. 
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Art.
7
3
 (3) 
Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
a
 1960; 
s. 
33 Judicature O

r
d
i
n
a
n
c
e
 1961. 

（怠）
Art. 7
5
 (1), 
7
9
-
8
1
 Constitution of the I

n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State of W

e
s
 tern S
a
m
o
a
 1960. 

(~
) 
s. 
4
5
 Judicature O

r
d
i
n
a
n
c
e
 1961. 
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Art. 
77 Constitution of the Independent State of W
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t
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r
n
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a
m
o
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46 Judicature Ordinance 1961. 

Art. 
76 Constitution of the Independent State of W

e
s
t
e
r
n
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a
m
o
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 1960; 
ss. 
43, 4
7
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Art. 
9
 (1) Constitution of the Independent State of W

e
s
 tern S
a
m
o
a
 1960. 

ss. 
9, 
10 Village F

o
n
o
 A
c
t
 1990 (1990, No. 3). 

s. 
4
 Village F
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n
o
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t
 1990. 

s. 
6
 Village F
o
n
o
 A
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t
 1990. 

Art. 
103 Constitution of the Independent State of W

e
s
t
e
r
n
 S
a
m
o
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s. 
11 Village F

o
n
o
 A
c
t
 1990. 
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犯
罪
者
が
犯
罪
を
通
し
て
又
は
犯
罪
を
手
段
と
し
て
取
得
し
た
財
産
を
裁
判
所
が
権
限
を
認
め
る
者
に
移
転
す
る
よ
う
命
じ
る
刑
事
制

(47) 

裁
で
あ
る
。
犯
罪
を
通
し
て
又
は
犯
罪
を
手
段
と
し
て
入
手
さ
れ
た
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
第
三
者
が
善
意
で
犯
罪
者
か
ら
購
入
し
た

(48) 

場
合
、
第
三
者
に
犯
罪
者
が
価
額
を
支
払
っ
て
取
戻
し
、
裁
判
所
が
権
限
を
認
め
る
者
に
移
転
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
第
三

者
に
支
払
う
価
額
は
、
第
三
者
が
犯
罪
者
に
支
払
っ
た
額
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
上
訴
が
な
さ
れ
な
い
と

き
に
は
、
有
罪
認
定
か
ら
ニ
―
日
以
内
に
現
物
返
還
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
物
返
還
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
罰
金
刑
と
同
様

(50) 

の
方
法
で
執
行
さ
れ
、
後
述
の
よ
う
に
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
裁
判
所
が
現
物
返
還
を
命
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

(51) 

何
人
も
犯
行
前
又
は
犯
行
後
の
対
象
物
の
権
利
の
得
喪
を
争
う
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

(52) 

現
物
返
還
を
被
害
弁
償
の
支
払
と
分
け
て
規
定
し
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
影
響
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

被
害
の
内
容
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
す

(53) 

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
、
「
現
物
返
還
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

2
、

現

物

返

還

あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
は
、
有
罪
認
定
後
に
、
犯
罪
の
性
質
及
び
犯
罪
者
の
性
格
を
含
む
事
情
を
考
慮
し
、
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
条

件
を
付
し
て
、
三
年
以
内
の
期
間
、
刑
の
宣
告
を
猶
予
し
、
裁
判
所
が
召
喚
し
た
際
に
は
、
刑
の
言
渡
し
を
受
け
る
た
め
出
頭
す
る
よ
う

(44)

（

45) 

命
じ
る
こ
と
で
き
る
。
こ
の
際
、
現
物
返
還
、
被
害
弁
償
、
費
用
支
払
な
ど
を
合
わ
せ
て
命
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
条
件
違
反
や
再
犯

が
な
さ
れ
た
場
合
、
治
安
判
事
又
は
補
助
治
安
判
事
が
、
犯
罪
者
を
召
喚
し
、
本
件
の
事
情
及
び
宣
告
猶
予
後
の
犯
罪
者
の
行
動
を
調
査

(46) 

し
た
後
、
量
刑
を
行
な
う
。

関
法
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O
S
T
 サ

モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

3
、
被
害
弁
償

犯
罪
を
通
し
て
又
は
犯
罪
を
手
段
と
し
て
、
生
じ
た
財
産
の
損
失

(loss)

又
は
損
害

(
d
a
m
a
g
e
)

に
対
し
て
、
適
切
と
思
料
す
る

(54) 

額
の
被
害
弁
償
を
支
払
う
よ
う
犯
罪
者
に
命
じ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
か
か
る
刑
事
制
裁
が
科
さ
れ
た
と
し
て
も
、
賦
科
額
を
超
え
る
損

(55) 

失
又
は
損
害
に
つ
い
て
、
被
害
者
が
民
事
手
続
に
お
い
て
請
求
す
る
権
利
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
不
払
の
場
合
、
罰
金
刑
と
同
様
の
方
法
で

(56) 

執
行
さ
れ
、
後
述
の
よ
う
に
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
逮
捕
時
に
裁
判
所
に
押
収
さ
れ
た
金
銭
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
、

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
被
害
弁
償
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
被
害
の
内
容
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
已
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会

復
帰
の
契
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
、
「
被
害
弁
償
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ

(58) 
る。

国
庫
へ
の
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
自
然
人
が
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
拘
禁
刑
に
付
加
し
て
又
は
代
え
て
罰
金
刑

(59) 

を
科
し
う
る
。
ま
た
、
拘
禁
刑
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
て
、
法
人

(
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

が
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
拘
禁
刑
に
代

(60) 

え
て
罰
金
刑
を
科
し
う
る
。

制
定
法
上
、
罰
金
刑
の
多
額
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
治
安
判
事
裁
判
所
の
治
安
判
事
は
一
一
、

O
O
O
S
T

え
る
罰
金
刑
を
賦
科
で
き
ず
、
治
安
判
事
裁
判
所
の
補
助
治
安
判
事
は
、
拘
禁
刑
に
付
加
し
て
又
は
代
え
て
罰
金
刑
を
科
す
と
き
に
は
四

（
約
一
、
六

0
0
円
）
、
罰
金
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
類
型
に
罰
金
刑
を
科
す
と
き
に
は
一

O
O
S
T

4
、

罰

金

刑

（
約
八
万
円
）
を
超

（
約
四
、

0
0
0
円）

（
四
八
九
）



な
い
場
合
、
罰
金
額
五

0
セ
ネ

第
五
八
巻
四
号

一
身
専
属
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
妥
当
で
な
い
と
考

（約―

1
0
円
）
に
つ
き
最
長
一
日
で
、

罰
金
刑
は
、
犯
罪
者
の
サ
モ
ア
独
立
国
政
府
に
対
す
る
債
務

(debt)

(65) 

続
に
よ
り
執
行
さ
れ
う
る
。

（
四
九
O
)

を
超
え
る
罰
金
刑
を
賦
科
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
罰
金
額
の
算
定
の
際
に
、
裁
判
所
が
知
る
又
は
思
料
す
る
犯
罪
者
の
経
済
状

(62)

（

63) 

態
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
分
割
払
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
割
払
と
さ
れ
、
分
割
払
の
一
回
が
不

払
と
な
っ
た
場
合
、
残
額
全
部
に
つ
き
不
払
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
指
定
す
る
者
に
指
定
す
る
場
所
で
支
払
う
よ
う
犯
罪

(64) 

者
に
命
じ
う
る
。
そ
し
て
、
不
払
の
場
合
の
拘
禁
刑
の
期
間
を
合
わ
せ
て
言
渡
し
う
る
。

と
し
て
扱
わ
れ
、
民
事
上
の
政
府
の
債
権
と
同
様
に
、
民
事
手

①
犯
罪
者
が
支
払
の
た
め
の
十
分
な
資
力
を
有
す
る
場
合
、
②
犯
罪
者
が
住
所
不
定
の
場
合
、
③
犯
罪
の
重
大
性
、
犯
罪
者
の
性

格
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
言
及
し
、
執
行
を
遅
滞
な
く
行
な
う
べ
き
場
合
、
④
犯
罪
者
が
罰
金
刑
の
言
渡
し
又
は
指
定
さ
れ
た
支
払

(66) 

期
日
か
ら
二
八
日
以
内
に
支
払
わ
な
い
場
合
、
支
払
期
限
の
延
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
払
期
限
の
延
長
が
な
さ
れ
な
い
場
合
又

は
支
払
期
限
の
延
長
が
な
さ
れ
て
も
支
払
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
判
事
、
治
安
判
事
、
補
助
治
安
判
事
は
収
容
令
状

(
w
a
r
r
a
n
t
o
f
 

(67) 

c
o
m
m
i
t
m
e
n
t
)

を
発
付
し
、
犯
罪
者
を
拘
禁
刑
に
服
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
金
刑
の
言
渡
し
の
際
に
合
わ
せ
て
言
渡
さ
れ
て
い

(68) 

一
八

0
日
以
内
と
さ
れ
る
。
但
し
、
当
該
犯
罪
類
型
に

(sene) 

拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
長
期
が
一
八

0
日
未
満
の
と
き
に
は
、
そ
の
長
期
が
限
度
と
な
る
。
な
お
、
収
容
令
状
が
発
付
さ
れ

た
後
に
、
罰
金
額
と
令
状
発
付
の
手
数
料

(fee)

が
支
払
わ
れ
た
場
合
、
収
容
令
状
は
無
効
と
な
り
、
拘
禁
刑
は
科
し
え
な
い
。
ま
た
、

不
払
に
よ
る
拘
禁
刑
の
刑
期
が
満
了
し
た
場
合
、
罰
金
刑
の
支
払
義
務
は
消
滅
し
、
民
事
手
続
に
よ
り
支
払
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く

(69) 

な
る
。罰

金
刑
の
支
払
義
務
が
債
務
に
変
形
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

関
法

三
四



サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

犯
罪
の
遂
行
に
関
連
し
た
、
犯
罪
者
の
所
有
又
は
占
有
す
る
財
産
を
国
家
が
剥
奪
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
偽
造
貨
幣
、
偽
造
紙
幣
、

(72) 

武
器

(
w
e
a
p
o
n
)
、
投
石
さ
れ
た
石
な
ど
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

サ
モ
ア
独
立
国
で
は
、
没
収
対
象
が
具
体
的
に
特
定
さ
れ
、
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

6
、

費

用

支

払

有
罪
認
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
が
公
正
で
合
理
的
と
思
料
す
る
裁
判
所
の
費
用
、
証
人
及
び
通
訳
の
経
費

(
e
x
p
e
n
s
e
)
、

リ
シ
タ
の
費
用
な
ど
を
告
発
者

(informant)

へ
支
払
う
よ
う
犯
罪
者
に
命
じ
る
も
の
て
あ
る
。
有
罪
認
定
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

(74) 

裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
費
用
な
ど
を
被
告
人
へ
支
払
う
よ
う
告
発
者
に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
罰
金
刑
と
同
様
の
方
法

(75) 

で
執
行
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
費
用
の
内
容
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
負
担
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会

復
帰
の
契
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
、
「
費
用
支
払
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ

、

又

J
 

笈
ヽ
V
j.. 

5
 

長
一
八
0
日
で
あ
る
の
に
対
し
、

三
五

ソ

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
罰
金
刑
の
不
払
を
理
由
と
す
る
拘
禁
刑
の
期
間
は
、
当
該
犯
罪
類
型
に
罰
金
刑
の
み
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
最

一
八

0
日
未
満
の
拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期
間
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
罰
金

刑
の
み
が
法
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
類
型
の
ほ
う
が
長
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
。
罰
金
刑
の
み
が
法
定
さ
れ
て
い
る

(71) 

場
合
、
不
払
で
あ
っ
て
も
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
を
認
め
な
い
と
す
る
な
ど
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
四
九
一
）



8
、
裁
判
所
命
令

転
免
許
証
が
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
挿
入
さ
れ
な
け
れ
ば
、

第
五
八
巻
四
号

7
、
運
転
免
許
剥
奪

（
四
九
―
-
）

(77) 

三
年
以
内
の
期
間
、
犯
罪
者
か
ら
運
転
免
許
を
剥
奪
す
る
か
、
運
転
免
許
の
取
得
を
禁
止
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
①
犯
罪
者
が
犯

行
時
に
運
転
者
で
あ
っ
た
か
、
道
路
交
通
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
②
犯
行
が
自
動
車
の
利
用
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
場
合
、
③
検
挙
を
回
避
す
る
な
ど
の
た
め
に
自
動
車
が
利
用
さ
れ
た
場
合
、
④
自
動
車
内
又
は
自
動
車
か
ら
犯
行
が
行
な
わ
れ

た
場
合
、
⑤
自
動
車
に
関
連
し
て
犯
行
が
行
な
わ
れ
た
場
合
で
、
拘
禁
刑
に
当
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
と
き
に
賦
科
し
う
る
。

サ
モ
ア
独
立
国
で
は
、
犯
行
に
自
動
車
が
関
連
し
て
い
た
場
合
に
、
運
転
免
許
の
剥
奪
が
行
な
わ
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
自
動

車
の
運
転
が
生
活
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
者
が
多
く
、
他
の
刑
事
制
裁
よ
り
も
有
効
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
で
、
運
転
免
許
が
剥
奪
さ
れ
て
い
る
期
間
で
あ
っ
て
も
、
運
転
を
行
な
う
者
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
を
I
C
カ
ー
ド
化
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
車
両
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
備
付
け
さ
せ
、
有
効
な
運

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
方
策
が
と
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
運
転
適
性
を
欠
く
と
思
わ
れ
る
行
為
を
行
な
っ
た
者
に
は
、
終
身
の
剥
奪
を
行
な
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(78) 

金
銭
支
払
以
外
の
一
定
の
行
動
を
と
る
よ
う
命
じ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
居
所
指
定
、
特
定
人
と
の
交
際
禁
止
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
判
事
、
治
安
判
事
、
補
助
治
安
判
事
が
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
が
こ
れ
を
怠
っ
た
り
、
拒
否
し
た
り
し
た
場
合
、

(76) 
る。

関
法

三
六



サ
モ
ア
独
立
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刑
事
制
裁

ア
独
立
国
で
は
、
首
長
の
力
が
強
く
、
犯
罪
者
に
統
制
が
及
び
や
す
い
と
い
う
事
情
が
あ
ろ
う
。

三
七

判
事
、
治
安
判
事
、
補
助
治
安
判
事
は
収
容
令
状
を
発
付
し
、
制
定
法
が
上
限
を
規
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、

(79) 

処
せ
ら
れ
る
。

(80) 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
同
様
、
比
較
的
小
さ
な
地
域
共
同
体
が
多
い
上
、

も
っ
と
も
、
命
令
の
内
容
の
範
囲
が
、
条
文
上
、
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
し
な
い
か
、
問
題
と
な
ろ
う
。

9
、

平

穏

維

持

サ
モ

裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
保
証
人

(
s
u
r
e
t
y
)

付
き
で
又
は
な
し
で
、
裁
判
所
が
十
分
と
思
料
す
る
額
の
保
証
金

(
b
o
n
d
)

を
犯
罪

者
に
差
入
れ
さ
せ
、
保
証
金
の
支
払
か
ら
―
―
一
年
以
内
の
期
間
、
平
穏
を
維
持
し

(
k
e
e
p
 t
h
e
 p
e
a
c
e
)
、
孟
只
行

(
g
o
o
dbehaviour)~ 

(81) 

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
条
件
を
付
し
て
社
会
内
で
生
活
さ
せ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
三
年
以
内
の
拘
禁
刑
に
当
た
る
犯
罪
で
有

罪
認
定
さ
れ
た
場
合
で
、
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
と
き
に
、
他
の
刑
事
制
裁
に
代
え
て
又
は
付
加
し
て
、
賦
科
さ
れ
る
。
保
証
金
の

支
払
を
拒
否
し
た
り
、
保
証
人
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
、
犯
罪
者
が
保
証
金
や
保
証
人
を
差
入
れ
る
ま
で
又
は
裁
判
所
が
釈
放

(82) 

を
命
じ
る
ま
で
、
犯
罪
者
を
最
長
一
年
間
拘
禁
刑
に
服
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
適
切
と
思
料
す
る
条
件
を
付
し
て
か
か

(83) 

る
拘
禁
刑
を
延
期
す
る
か
、
拘
禁
刑
の
期
間
を
一
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
証
金
な
ど
に
よ
り
再
犯
予
防
を
心
理
的
に
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
証
金
の
納
付
が
命
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

納
付
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
拘
禁
を
行
な
う
こ
と
か
ら
、
拘
禁
刑
の
代
替
策
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

例
え
ば
、
居
所
指
定
は
、

（
四
九
三
）

一
八

0
日
以
内
の
拘
禁
刑
に



首
席
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

の
監
督
の
下
、

第
五
八
巻
四
号

(chief p
r
o
b
a
t
i
o
n
 officer) P><~ 

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

一
定
の
条
件
を
遵
守
さ
せ
つ
つ
、

た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
に
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
、
賦
科
さ
れ
る
。

の
期
間
と
さ
れ
、

（
四
九
四
）

(
p
r
o
b
a
t
i
o
n
 officer) 

(84) 

一
定
期
間
、
社
会
内
で
犯
罪
者
に
生
活
を
送
ら
せ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
拘
禁
刑
に
当

一
年
未
満
の
拘
禁
刑
に
あ
た
る
犯
罪
の
場
合
、

(85) 

一
年
以
上
三
年
以
内
の
期
間
と
さ
れ
る
。

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
般
的
条
件
と
し
て
、
い
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
言
渡
さ
れ
て
か
ら
、
二
四
時
間
以
内
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ

フ
ィ
サ
ー
に
賦
科
さ
れ
た
こ
と
を
自
ら
報
告
を
行
な
う
こ
と
、
閲
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
求
め
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
報
告

を
行
な
う
こ
と
、
□
住
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
通
知
を
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
行

な
い
、
変
更
後
、
新
住
所
、
仕
事
の
性
質
及
び
場
所
を
四
八
時
間
以
内
に
首
席
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
通
知
す
る
こ
と
、
い

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
承
認
し
て
い
な
い
場
所
で
居
住
し
な
い
こ
と
、
□
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
承
認
し
て

い
な
い
職
業
を
継
続
し
た
り
、
従
事
し
た
り
し
な
い
こ
と
、
（
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
書
面
で
交
際
を
行
な
わ
な
い
よ
う

(86) 

警
告
し
た
特
定
の
者
又
は
グ
ル
ー
プ
と
交
際
し
な
い
こ
と
、
①
善
行
を
保
持
し
、
犯
罪
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
個
別
に
設
定
さ
れ
る
付
加
的
条
件
と
し
て
、
い
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
指
示
さ
れ
た
期
間
及
び
分
割
払
の
回
数
に
よ

り
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
さ
れ
た
犯
罪
及
び
同
時
に
量
刑
を
科
さ
れ
る
に
至
っ
た
犯
罪
に
関
係
す
る
訴
追
に
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は
裁

判
所
が
指
示
す
る
割
合
を
支
払
う
こ
と
、
国
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
指
示
さ
れ
た
期
間
及
び
分
割
払
の
回
数
に
よ
り
、
プ

ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
さ
れ
た
犯
罪
及
び
同
時
に
量
刑
を
科
さ
れ
る
に
至
っ
た
犯
罪
を
通
じ
た
又
は
犯
罪
に
よ
る
侵
害
の
損
害
賠
償
又
は
損
失

に
対
す
る
被
害
弁
償
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
指
示
す
る
額
又
は
裁
判
所
の
指
示
の
下
で
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
確
定
し
た
額

関
法
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年
以
上
の
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刑
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罪
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場
合
、

10
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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一
年
以
内



三
九

を
支
払
う
こ
と
、
い
禁
酒
命
令

(
p
r
o
h
i
b
i
t
i
o
n
o
r
d
e
r
)

を
賦
科
す
る
こ
と
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

期
間
中
、
禁
酒
命
令
を
賦
科
し
、
更
新
す
る
こ
と
、
い
対
象
者
が
免
許
を
有
し
な
い
場
合
に
、
酒
類
及
び
麻
薬
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ

と
、
い
特
定
の
物
品
又
は
特
定
の
種
類
の
物
品
の
単
独
又
は
共
同
で
の
所
有
又
は
所
持
を
禁
止
す
る
こ
と
、
（
特
定
の
者
又
は
特
定
の

グ
ル
ー
プ
の
者
と
の
交
際
を
禁
止
す
る
こ
と
、
①
特
定
の
教
育
又
は
訓
練
の
課
程
を
履
修
す
る
こ
と
、
い
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る

住
居
、
職
業
、
収
入
に
関
す
る
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
、
（
善
行
保
持
又
は
犯
罪
防
止
の
た
め
に
必
要
と
裁
判
所
が
思
料
す
る
そ
の
他

(87) 

の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

対
象
者
は
、

(88) 

い
つ
で
も
、
裁
判
所
に
よ
り
科
さ
れ
た
条
件
の
免
除
、
延
期
、
変
更
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
期
間
の
半
分

(89) 

が
経
過
し
た
後
に
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
解
除

(
d
i
s
c
h
a
r
g
e
)

を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

サ
ー
は
、

い
つ
で
も
、
裁
判
所
に
よ
り
科
さ
れ
た
条
件
の
免
除
、
延
期
、
変
更
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
解
除
、
付
加
的
条
件
の
賦
科
、
三

(90) 

年
未
満
の
期
間
の
延
長
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
申
立
て
も
、
治
安
判
事
裁
判
所
の
治
安
判
事
若
し
く
は
補
助
治
安
判
事

に
よ
り
科
さ
れ
た
又
は
治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
上
級
裁
判
所
へ
の
上
訴
に
よ
り
科
さ
れ
た
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
治
安
判
事
裁
判
所

に
、
そ
れ
以
外
の
上
級
裁
判
所
に
よ
り
科
さ
れ
た
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
上
級
裁
判
所
又
は
上
級
裁
判
所
判
事
に
行
な
わ
な
け
れ
ば

(91) 

な
ら
な
い
。
付
加
的
条
件
の
ロ
ー
（
に
つ
い
て
、
条
件
の
免
除
、
延
期
、
変
更
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
申
立
て
の
聴
聞
が
な
さ
れ
、

(92) 

判
断
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
裁
量
に
よ
り
、
条
件
の
執
行
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、

申
立
て
を
受
け
、
公
開
の
法
廷
又
は
判
事
室
で
聴
聞
を
行
な
い
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賦
科
後
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
条
件
の
免
除
、

(93) 

延
期
、
変
更
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
解
除
、
付
加
的
な
条
件
の
賦
科
、
三
年
未
満
の
期
間
の
延
長
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
ベ
ー

(94) 

シ
ョ
ン
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
が
指
定
し
た
日
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
間
は
満
了
す
る
。

サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

（
四
九
五
）



第
五
八
巻
四
号

反
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
三
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一

O
O
S
T

(98) 

一
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処
さ
れ
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
停
止
す
る
。

一
方
、
(99) 

禁
刑
に
処
さ
れ
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
拘
禁
中
も
継
続
し
、
服
役
後
に
残
期
間
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
服
す
る
。

一
方
、

対
象
者
が
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
に
違
反
し
た
り
、
従
わ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
プ
ロ

(95) 

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
又
は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
令
状
な
く
し
て
逮
捕
し
う
る
。
治
安
判
事
又
は
補
助
治
安
判
事
に
よ
り
、
条
件
違

(96) 

（
約
四
、

0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
治
安

判
事
又
は
補
助
治
安
判
事
は
、
拘
禁
刑
又
は
罰
金
刑
に
付
加
し
て
又
は
代
え
て
、
三
年
未
満
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
間
の
延
長
、
条
件
の

変
更
、
付
加
的
条
件
の
賦
科
を
な
し
う
る
。

一
年
未
満
の
拘

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
違
反
又
は
不
遵
守
で
有
罪
認
定
さ
れ
る
か
、
別
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

サ
ー
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
消
し
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
科
さ
れ
て
い
た
犯
罪
の
量
刑
を
行
な
う
よ
う
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が

(100) 

で
き
る
。
か
か
る
申
立
て
も
、
条
件
の
免
除
な
ど
と
同
様
に
、
治
安
判
事
裁
判
所
の
治
安
判
事
若
し
く
は
補
助
治
安
判
事
に
よ
り
科
さ
れ

た
又
は
治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
上
級
裁
判
所
へ
の
上
訴
に
よ
り
科
さ
れ
た
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
治
安
判
事
裁
判
所
に
、
そ
れ
以
外

(101) 

の
上
級
裁
判
所
に
よ
り
科
さ
れ
た
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
上
級
裁
判
所
又
は
上
級
裁
判
所
判
事
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申

(102) 

立
て
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
の
旨
が
対
象
者
に
通
知
さ
れ
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
判
断
を
行
な
っ
た
判
事
、
治
安
判
事
、
補
助
治
安
判
事

が
審
理
す
る
場
合
、
事
案
の
状
況
を
調
査
せ
ず
に
判
断
を
な
し
う
る
が
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
判
断
を
行
な
っ
た
判
事
、
治
安
判
事
、
補

(103) 

助
治
安
判
事
以
外
の
判
事
、
治
安
判
事
、
補
助
治
安
判
事
が
審
理
す
る
場
合
、
事
案
の
状
況
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
の
結

果
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
消
し
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
取
消
さ
れ
、
量
刑
が
行
な
わ
れ
る
。

裁
判
所
が
量
刑
を
行
な
わ
な
か
っ
た
り
、
新
た
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
罰
金
刑
、
運
転
免
許
剥
奪
が
科
さ
れ
な
い
場
合
、
原
プ
ロ
ベ
ー

ま
た
、
別
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
、

関
法

四
〇

（
四
九
六
）



人

サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁

解
除
や
取
消
し
な
ど
が
な
く
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
量
刑
が
行
な
わ
れ
、
刑
に
服
し
た
も
の
と
さ
れ
、

(105) 

理
効
が
生
じ
る
。

裁
判
所
命
令
と
似
た
条
件
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
監
督
を
受
け
る

に
拘
禁
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
無
期
拘
禁
刑

(
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
f
o
r
 life)

が
最
も
重
く
、
強
姦
罪

(rape)
、

故
殺
罪

(
m
a
n
s
l
a
u
g
h
t
e
r
)
、
謀
殺
未
遂
罪

(
a
t
t
e
m
p
t
e
d
m
u
r
d
e
r
)
、
自
殺
助
言
罪

(
c
o
u
n
s
e
l
l
i
n
g
suicide) 

(106) 

従
来
、
死
刑
と
さ
れ
て
い
た
反
逆
罪
及
び
謀
殺
罪
の
法
定
刑
と
さ
れ
て
い
る
。

(107) 

拷
問
又
は
非
人
道
的
若
し
く
は
侮
辱
的
な
処
遇
は
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
独
居
拘
禁

(108) 

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
憲
法
上
、
強
制
労
働

(
f
o
r
c
e
d
o
r
 c
o
m
p
u
l
s
o
r
y
 l
a
b
o
u
r
)
 
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
裁
判
所
に
よ
り

(109) 

科
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
お
り
、
受
刑
者
に
労
働
を
義
務
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(110) 

前
述
の
よ
う
に
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
、
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
拘
禁
刑
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
、
法

(lll) 

(
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

が
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
罰
金
刑
を
科
し
う
る
。

拘
禁
刑
を
言
渡
し
た
裁
判
所
は
、
執
行
を
担
当
す
る
カ
ン
ス
タ
ブ
ル

刑
務
所

(prison)

11
、
拘

禁

点
で
異
な
る
。

刑
(104) 

シ
ョ
ン
が
継
続
す
る
。

四

(
c
o
n
s
t
a
b
l
e
)

又
は
執
行
吏

(bailiff)

を
指
名
し
て
又
は
指
名

（
四
九
七
）

(solitary 
c
o
n
f
i
n
e
m
e
n
t
)
 

と
、
前
述
の
よ
う
に
、

一
事
不
再
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れ
て
い
る
。

特
に
、

関
法

裁
判
所
命
令
は
、

罪
刑
法
定
主
義
違
反
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

刑
事
制
裁
の
個
別
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
評
価
さ
れ
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判
切
平
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に
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3
い
て
科
臼
さ

h
た
早
吻
ム
ロ
‘
判
立
串
が
〈
P

荘
い
に
署
々
口
し
、
治
｛
女
判
車
ず
裁
判
所

に
お
い
て
科
さ
れ
た
場
合
、
治
安
判
事
又
は
補
助
治
安
判
事
が
令
状
に
署
名
す
る
。
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い
ず
れ

の
場
合
も
、
同
じ
裁
判
所
の
同
じ
審
理
体
に
よ
っ
て
科
さ
れ
た
複
数
の
拘
禁
刑
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
―
つ
の
収
容
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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サ
モ
ア
独
立
国
で
は
、
多
様
な
刑
事
制
裁
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
犯
罪
者
に
ふ
さ
わ
し
い
刑
事
制
裁
を
選
択
し
う
る
点
で
、
優

今
後
、
機
会
を
見
つ
け
て
、
刑
事
制
裁
の
運
用
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。


